
雇
用
対
策
に
つ
い
て
、
内

部
留
保
を
４
２
９
兆
円
に
増

や
し
た
大
企
業
が
雇
用
破
壊

を
続
け
て
い
る
の
は
容
認
で

き
な
い
と
し
て
、
政
府
に
対

し
、
雇
用
責
任
を
果
た
す
指

導
強
化
や
労
働
者
派
遣
法
の

早
期
抜
本
改
正
と
同
時
に
、

雇
用
保
険
の
失
業
給
付
延
長

等
を
求
め
よ
と
区
長
に
迫
り

ま
し
た
。

区
の
緊
急
雇
用
対
策
で

は
、
臨
時
職
員
の
雇
用
対
象

者
拡
大
、
雇
用
創
出
事
業
で

の
「
歩
行
喫
煙
パ
ト
ロ
ー
ル

員
」
の
増
員
な
ど
を
要
求
。

年
収
二
百
万
円
以
下
の
区
非

正
規
職
員
の
賃
金
・
労
働
条

件
改
善
、
１０
人
も
不
足
し
て

い
る
福
祉
事
務
所
職
員
の
緊

急
増
員
を
要
求
し
ま
し
た
。

借
換
え
融
資
制
度

の
早
期
実
施
を

中
小
企
業
支
援
で
は
、
大

銀
行
に
よ
る
貸
し
渋
り
等
や

大
企
業
の
下
請
切
り
防
止
の

徹
底
指
導
、
倒
産
・
廃
業
防

止
の
休
業
補
償
の
実
施
を
政

府
に
求
め
る
こ
と
。

ま
た
区
の
緊
急
支
援
策
と

し
て
、
年
末
年
始
に
向
け
た

「
借
換
え
融
資
制
度
」
の
実

施
を
は
じ
め
、
「
小
額
随
意

契
約
」
で
の
修
繕
・
物
品
発

注
の
拡
大
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
の
創
設
等
を
要
求
。

最
低
制
限
価
格
引
上
げ
な
ど

入
札
制
度
の
改
善
と
「
公
契

約
法
」
の
早
期
制
定
を
政
府

に
求
め
よ
と
迫
り
ま
し
た
。

築
地
市
場
の
豊
洲

移
転
は
中
止
を

築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
問

題
で
は
、
都
議
選
で
移
転
反

対
世
論
が
約
６
割
を
占
め
、

移
転
反
対
議
員
が
過
半
数
を

超
え
た
こ
と
。
都
が
昨
年
９

月
に
行
っ
た
土
壌
汚
染
追
加

調
査
で
新
た
な
汚
染
が
確
認

さ
れ
た
上
に
、
都
の
土
壌
汚

染
対
策
で
は
、
地
震
時
で
の

食
の
安
全
は
確
保
で
き
な
い

と
す
る
専
門
家
の
指
摘
を
強

調
。
築
地
で
の
現
地
再
整
備

を
都
知
事
に
要
請
す
べ
き
だ

と
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
支
援
の

拡
充
を

障
が
い
者
支
援
で
は
、
鳩

山
政
権
が
障
害
者
自
立
支
援

法
の
廃
止
を
４
年
後
と
し
て

い
る
の
は
問
題
だ
と
し
て
、

応
益
負
担
の
撤
廃
等
を
直
ち

に
行
う
よ
う
政
府
に
求
め
よ

と
主
張
。

区
の
支
援
策
で
は
、
障
害

児
移
動
支
援
の
共
働
き
世
帯

へ
の
実
施
と
利
用
時
間
制
限

の
撤
廃
、
子
ど
も
発
達
セ
ン

タ
ー
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
負
担
の
無
料
化
等
を
要
求

し
ま
し
た
。

日
本
の
子
ど
も
の
七
人
に

一
人
、
一
人
親
家
庭
で
は
過

半
数
が
貧
困
状
態
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。

江
東
区
内
で
も
経
済
的
理

由
で
修
学
旅
行
に
行
け
な
い

子
ど
も
、
保
育
料
等
の
滞
納

者
が
増
え
る
な
ど
貧
困
は
広

が
っ
て
い
ま
す
。

赤
羽
目
議
員
は
、
子
ど
も

の
貧
困
の
認
識
を
質
す
と
と

も
に
、
貧
困
を
克
服
す
た
め

に
も
就
学
援
助
の
拡
充
等
で

教
育
費
負
担
の
軽
減
を
図
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

区
は
、「
対
策
は
必
要
」

と
し
た
も
の
の
、
就
学
援
助

の
拡
充
は
拒
み
ま
し
た
。

保
育
所
面
積
な
ど
最

低
基
準
の
緩
和
は
撤

回
を
求
め
よ

政
府
は
保
育
園
待
機
児
を

減
ら
す
た
め
と
し
て
、
保
育

所
面
積
等
の
最
低
基
準
を
緩

和
す
る
方
針
を
示
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
行
の
最
低

基
準
は
世
界
的
に
み
て
も
極

め
て
低
い
も
の
で
、
基
準
の

引
き
上
げ
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

赤
羽
目
議
員
は
、
最
低
基

準
の
緩
和
を
撤
回
し
、
認
可

保
育
園
の
増
設
で
待
機
児
問

題
を
解
消
す
る
よ
う
政
府
に

求
め
よ
と
質
し
ま
し
た
。

ま
た
、
区
と
し
て
も
旧
辰

巳
第
一
保
育
園
跡
地
を
活
用

す
る
な
ど
し
て
待
機
児
を
減

ら
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

区
は
、「
最
低
基
準
の
緩

和
撤
回
を
求
め
る
こ
と
や
、

保
育
園
跡
地
の
活
用
は
行
わ

な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
の
拡
充
を

江
東
区
内
で
は
、
学
級
閉

鎖
を
す
る
小
・
中
学
校
が
相

次
ぐ
な
ど
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
感
染
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。

季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
患
者
が
増
え
る
時
期
を
迎

え
る
中
、
感
染
予
防
や
重
症

化
を
防
ぐ
対
策
を
強
化
す
る

こ
と
が
重
要
と
し
て
、
�
情

報
提
供
の
充
実
�
保
健
所
の

保
健
師
の
増
員
�
土
曜
、
休

日
夜
間
診
療
の
拡
充
を
求
め

ま
し
た
。
区
は
、
「
土
曜
・

休
日
夜
間
診
療
の
拡
充
は
医

師
会
と
相
談
し
て
い
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

くらし応援の区政を
２００９年第４回区議会（１１月２６日～１２月１５日）では、すがや俊一議員、赤羽目たみお議員が本会議質問を行いました。

すす
がが
やや
俊俊
一一
議議
員員
のの
代代
表表
質質
問問

景
気
対
策
急
げ
―
―
区
の
緊
急
雇
用
対
策

地
元
中
小
企
業
へ
の
緊
急
支
援
を

赤赤
羽羽
目目
たた
みみ
おお
議議
員員
のの
一一
般般
質質
問問

２００９年度 第４回定例会 議案に対する態度
市民
○

×

×

○

×

○

○

○

○印は賛成 ×印は反対

今定例会には区長から８件の議案が提出され、日本共産党は内１件に反対しました。

民主ク
○

○

○

○

○

○

○

○

公明
○

○

○

○

○

○

○

○

自民ク
○

○

○

○

○

○

○

○

共産
○

○

×

○

○

○

○

○

主な議案
２００９年度 江東区一般会計補正予算

江東区立小中学校教員用パーソナ
ルコンピュータ外供給契約

江東区組織条例の一部を改正する条例

江東区行政委員会の委員の報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例

保育所の指定管理者の指定について

自転車駐車場の指定管理者の指定
について

在宅介護支援センターの指定管理
者の指定について

高齢者在宅サービスセンターの指
定管理者の指定について

子
ど
も
の
貧
困
克
服
に
全
力
を
！

すがや俊一議員赤羽目たみお議員

２０１０年１月発行 （２）江 東 区 議 団 ニ ュ ー ス


